
　本誌をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　このたび、こども家庭庁より発信された「幼児期まで

のこどもの育ちに係る基本的なヴィジョン（仮称）」には、

「保護者・養育者のウェルビーイングと成長の支援・応援

をする」ことが視点の１つに掲げられ、保育者への支援も、

子どもの育ちの要素として重要視されています（2023年

10月時点）。子どものよりよい育ちや環境づくりには社会

の注目が集まりやすいですが、従来は陰に隠れがちだっ

たその土台を支える人々――保育者を含めた保護者・養

育者のウェルビーイングが保たれる環境づくりにも、目

が向けられるようになってきたといえるでしょう。

　今号ではそのウェルビーイングの要素である「メンタ

ルヘルス」を取り上げています。取材にご協力いただい

た園では、試行錯誤の過程や、そこで得た知見を大変率

直にお話しいただきました。この場をお借りして御礼申

し上げるとともに、全国の先生方にご活用いただけるこ

とを願っています。
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「これからの幼児教育」編集部

メンタルヘルスの向上を図る園内研修ガイド 

「幼児期から中学生の家庭教育調査・縦断調査」より

6



保育者の心の健康である「メンタルヘルス」。ともすれば、保育者自身の強

さ・弱さなど、個人に帰するものと捉えられがちです。しかし、業務の多忙

さはもとより、保育観の共有不足に起因する人間関係の難しさなど、保育者

の周囲にはメンタルヘルスを阻害するさまざまな環境要因があります。そうし

た環境要因の改善に組織的に取り組んでいくことが、保育の質の担保・向

上を実現する上で大切な視点になることは間違いありません。

今号では、識者によるメンタルヘルスの向上を図る研修の紹介や、２つの園

の事例を通して、メンタルヘルスを守る環境づくりについて考えていきます。
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